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rぁ ぃさっ アフター=サービス

この度は、VⅨ Wぶ PM015を お買上げ蛾きまして鞍

にありがとうございます。ご使用のBlに、本取扱説明

書をよくお読み頂けますようお願い致します。

(        PMC 15の 特徴        )

率PMC 15は 欧米のモーバイルDJの意見をもとに、Vostxの

機 と技術を結集させて作られた、ヨンノミクトで多機能の

NEWシ リーズDJミ キサーです。

本MIC× 2ネ統、LINE X6系 統、PHONO X3系 統、計11系統

入力のう入力。ターンテーブル、カセットデッキ CDブ レ

イヤー、LDブ レイヤー等、現在の多様化する入カツースに

完全に対応します。

*各 PGMチ ■ンネルに トリムポリュームを装備。レコー ド、

テープ、CD害 の異なるツース再生レベルの補正をすばやく

正遣に操作出来ます。

米MICチ ャンネルはMAN MIC、 SUB MICの 2系統をヨン

トEl―ルでき、HI LOW 2BANDの EQに より、的 W

PA弱 、III PノSS、 等の者須開証勤靖 えます。

*各 チiン ネルにエフェク トセンドスイッチを装備。2 LN-2

0LTス テレオのセンド/レ シープてディジタルディレイ、

サバー奔 多彩なエフェクトテクニックを駆檀できます。

来ベスタクスオリジナルのトランスフォーマースイタテは、 ト

ランスフォーマースクラタチを容易にしました。

来長年の経験とデータにより作られたクロスフェーダーは、過

酪なスクラタチにも耐える付夕渡 とカープを持っています。

もちろん今や世界中のミキサーメーカーカ鞠 ■しているVD

C(ベ スタクス・アタフチャカ レ・クrlスフェーターシステム)

によリメンテナンスも容易です。

1 本機には保証書を添付してあります。所定事項を記入してお

渡しいたしますので、記載内容をご確認の上、大切に保管し

て下さい。

2保 証朗FHl中は、保紅書の記載内容により、弊社サービス機関

が確理致します。

3保 証期口経過後、または保証害を提示されない場合の修重な

どについてご不明の場合は、お買上↓すの販売店、または当社

サービスにご相談下さい。

保紅18門経過後、態鷺によって検能が維持できる場合は、お

客標の霞 ヨにより有付け理いたします。

(        安 全上のご注意        )

0本 機は交流(AC)電源1い′専用ですので直流電還や化の異な

る電圧の支流電源に直舞 ,ない召競 することはできまもし。

なお、輸 渡数く的IIzまたは働Hz)の調整は不要です。

●電源ブラグをヨンセントから抜くときは必ずブラグを持って

抜いて下さい。無理に,― ドを引っ張ったりして抜くとコー

ドを毎めてしまいます。

●味などに縮れた手てブラグを持ってヨンセントに抜き差しし
ないて下さい。感電することがあり、大変危険です。

●ピニーフし容の強願が切れたりこすれたりして心4Rが露出して

いる電源ヨードをそのまま鞄野すると、感電や火災の原因と

なります。また、本機内部に大事の枝体や可燃物およビン宰

の金'鼠 をいれないようにご注意下さい。懸電や故障の原因

となります。

●本機外妻力′ヽ一を取はずして内部に手を触れないて下さい。

この増果生したtRg 忠 電や火災年について、当社はその責

任を負いません。

の ご

竹■6～ 缶℃)、通風が良い、頑丈て電源電圧の変動が少ない場

所にa4Eし て下さい。アルヨールやシンナー等の蒼液て彗装面

を拭かないて下さい。塗装がはげることがあります。

PMC 15の 本体の保証朗間は1年ですが、クロスフ,一 ダー争を

パーツの耐久力を超えた苛酪な使い方、例えばスクラッチなど

でお使いになると、通常パーツの耐久時間として保証されてい

る串FEH(1年)以上と1″月の内にお使いになられることがありま

す。その場合の交換につきましては、軒社の判断により実費を

韓求させて頂きます。また、バーツに無理な力を,日えると破損

することがありますので、本捜の性能に疑「1が生した場合には、

お買上げの販売店か禁社までお問い合わせ下さい。

SPECtFiCAT10NS

夕"レ ペ′り/インピータンス

ト江IC
LINE

PHONO

(RIAAイ ヨライザーHB正)
EFFECT RCX

出カ レベ巾′最適インピーダンス

LNE OUT
EFFECT SEND

CUE OUT

周波数持世
S/ヽ 比

L!NE OUTPUT

カタトオフ レベル

外形十苫 〈W XIIXDm)

肇

-42dBV/33K0
-10dBV/弱 K0
-42dBV/詢 K0

-10dBV/磁 K9

-よOdB1/10 KO以 上
-10dBV/10 KO以 上
-10dBV/10 KO以 上
30Hz～抑KHzと 3dB

樹dBjA上 (31ttA WTD)
―的dB以 上
5 1 5  X  l " X抑
3  5 k g
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各部の名称と機能

フElントパネル

l SUB MIC(サ ブマイク月入力調整ノブ)

リアパネルにあるMIC l JAGKに 接続されたサブマイクの

入カレベルを調整します。
2 EttHI(イ ヨライザーツヽ イ)

高音補正用ノブです。10KHz以上を12dBノース ト又は、カッ

トできます。

3 EttLO(イ ヨライザー ロー)

ほ音補正月ノブです。190Hz以下を12dBブース ト又は、カッ

トできます。

4 EFFECT SW(エ フェクトスイッチ)
エフェク トセンド/リ ターン端子に接続 した外部エフェク

ターに信号を送るときにコ費用下さい。

5 MttN MIC(メ インマイク入カフェーダー)

リアパネルにあるMAN MIC JACKに 接続されたメイン

マイクの入カレ～ レを調整します。

6【NPUT(入 カソース選択スイッチう

をPCMに 、どの入力を立ち上げるかを選択するスイッチで

す。プログラム毎に、リアクヽネルに接続された3つのステレ

オ入カツースの中から選択できます。

ブ0グ ラムは次のようになっています。

PCM-l  PHON0 1 LINE l LEttE 2

PCM 2 -PHON0 2,LINE 3 LNE 4

PCヽ「3  PHON0 3,LINE 5 LNE 6

PHONO入 力には、RIAAイ ヨライザーがはいっています。

LENE入力には、CDプ レイヤー、TAPE DECKの 出力を

接続して下さい。

NOTE PHONO入 力には、MMタ イプのカー トリッジのつ

いたターンテーカ レを控続して下さい。MCタ イプのカー ト

リッジをご倒■になるときには、ヘンドアンプが4/2要となり

ます。

7 TRIV(ト リム ボリューム)

各チ■ンネルの入カレベルを調整 します。インプットフェー

ダーとマスターフェーター部 ～8掛立酌こセットしてマスター

フェーダーLEDレ ベルメーターの+5dB力 韓 4点 灯する位置

にセットして下さい。

3 LEVELくチⅢンネル・レベノン・フェーター)
各チ■ンネルのインプットフェーダーです。通常 ～8の位置
でお使い下さい。



9 CI10ttFADER(ク ロスフ=―ダー)            161ッ EVEL(ヘ ットフォンポリューム)
PCM 2と PcM 3の 入カツースをセンターでミックスしま   ヘ ットフ■ンのモニターレベルの観陸月′ブです。
す。クロスフェーダーを動かした時、ノイズが目立つように  17 PHONES〈 ヘンドフオン増子)
なったり、抑加フェーダー (CF‐郷TS)や ダイヤルユニタト   こ のジ■ックにヘントフ=ン を接続して下さい。け巧∞Ωま
(DFl)を ご使用の隊はクロスフェーダーユニットを交換し   て 仰甲可能で、適正はlmΩです。
て下さい。ユニットの取付ネジ(4ホ)と内部のコネクターで  18 SPLIT CUF(ス プリットキ4~ ス インチ)
簡単に交換できます。                     こ のスイッチをOFFに すると、モニターセレクトスイッチで
NOTEiク ロスフェーターユェタトを交換する際には、取付   選 択したノ0グ ラムの入力信号を両手で確認出来ます。
方向を真くご●E吾 |さい。                  19 cRAPHIC EQUAЫ ZER(グ ラフィック・イヨライザー〉

10 TRNSFORMER SWiTCH(ト ランスフ十一マー即 )     llXIIz 31XHz lKHz,3KIIz 10KHzの 各周波数帯域のレ
ク0ス フェー/ を 左側、又は右側に振り切った時 反 対側   ベ ルをLチ ャンネル、Rテ 十ンネル同時にヨント0-ル する
のスイッチを押した時だけそのノEfグラムが出力されます。    グ ラフイック・イヨライザーです。
このスインテによリトランスフォーマースクラタテが容易に  抑 EQ(グ ラフィック イヨライザ ON/OFFス イタチ)
行えます。                              グ ラフイック。イヨライザーのON/OFFス イタチです。

1l BALANCじ (/ ラヽンス)                   21 PEAK LEVEL(ピ ークレベルメーター)
LNE OUT出 力のLチ ■ンネル、Rチ ■ンネルの六ランスを   LEDバ ーグラフにより、L)Rの 出カビークを表示します。
設定します。                         22 METER(メ ーター切換スイッチ)

12 MASTER LEVEL(マ スターレベル)             MASTER側 に日すとメーターはLLNE OUT出 力のIッチヤ
リアタヽネルのとぶEOじ T鵜 子から出力される信号のレペル   ン ネタレ、Rチ ャンネ膨各出力信号を表示し、PREA4ASTER
を調整します。                        alに 目すとでやUE ttLCT10N SWで 選択した'CMの 各

13 EFFECT ttND(エ フェクト出力調整ノブ)           入 カレベルを表示します。
リアバネルつEFFECT SEND端 子と控配した外部エフェク  勢 POWER(電 源スイッチ)
ターのとる信号のレベルを硯陸します。クロスフェーダー使
用時はク0ス フェーダー後から信号を取り出しマスターフェー

ターの前に戻していますので、クロスフェーターを使ったカタ

トアウトにエヨーをかける等、模オなテクニックカ獲えま丸
14 EFFECT RCV〈 エフニクト,り垢再整ノプ)

リアパネルのEFFECT RCV端 子と接続した外部エフェク
ターから入力する信号のレベルを調整します。

15 CUE SELECTOR

1 3のプ0グ ラム、マイクチャンネノレのキこ一 モニター題
択スイッチです。各ボタンを選択するとヘットフォンの左側
から選択したプログラム内容が、右側からは現在出力されて
いる内容が同時にモニターできるため、曲の啄出しが簡単に
できます。 OSPLITCUEを OFFに すると、モニターセレ

クトスイッチで選択したプログラムの入力信号と両耳で確認
できます。
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l MIC l(%inch PHONE JACK)

サブマイクの入力持子です。
2 MAN MIC(L4inch PHOヽ 己 JACK)

メインマイクの入力韓子です。
3 PHONO NPUT 1/HE1 2 3](RCA PrN JACK〕

各PGMの ターンテープルの入力端子です。MMカ ートリタ

ジのセットされたターンテーブルを接続して下さい。
4 LNE INPUザ L/R[1 6](RCA PlN J郷 3K)

各ラインレベル像署の入力拷子です。CDブ レイ十一、テー

ブデッキ、VTR音 声出力争を接続して下さい。
5 CND(グ ランドターミナル)

各PGMの ターンテープルのアース鶴子を装境して下さい。
6 LINE OUT!フ /R(RCA PIN JACK)

マスター出力です。パワーアンプの入力に接続して下さい。
7 REC OUT

録者月の出力です。外部のテープデタキの入力的子を接続し

て下さい。また、サブ出力としてメイン出力とは,1に出力が

必要翔際にもお使い下さい。なお こ の常子から出力される

吉にはマスターボサ=一ムは効きません。

8 EFFECT SEND/Rじ CEVE(741'Ch Pl10NE JAOK)

外部エフェクター(ディレイ、リパープ)年の入力を鋭 NDに 、

出力をRECEVEに 接続して下さい。ステレオイン/ス テレ

オアウトだけではなく、モノイン/ス テレオアウ ト、モノイ

ン/モ ノアウトのエフェクターにも控税が可能です。モノラ

ルでごtrHの 際は、L競子をお使い下さい。
9 CUE OUT(lt inch PHONE JACK)

CUE SELECTOR SWで 選択した信号がモノラルで出力さ

れます。DSC‐い、釣0年の入力に接続 しますと外部に音を出

さないでサンプリングできまえ
10 DC N

付廓うACア ダブターをつないて下さい。
1l DC OUT

DC lNの出力です。抑mA以 内でヨ受月下さい。



VEttAX CORPORAT10N


